
 

  

 

 
 

午後２時００分～ 

会 場 第３・４委員会室 

 

 

市長記者会見資料 

 

 

１ 新型コロナウイルス感染症 本市の状況について 

 

 

 

２ ９月補正予算（案）の概要 

～１１１億５，４６７万５千円を増額補正～ 

 

 

３ ＬＩＮＥ 市公式アカウントをより使いやすく 

～破損箇所通報機能とセグメント配信を追加～ 

 

 

４ スマホアプリで 楽しく、おトクに、健康に 

～介護予防ポイント制度 「てくポ」 １０月から実証実験～ 

 

 

５ 地域福祉推進拠点の名称変更及び愛称の決定について 

令和３年（２０２１年）８月２６日（木） 



 

 

新型コロナウイルス感染症 本市の状況について 

 

１ 感染者の状況 

（１）新規陽性者数の推移（７月１０日～８月２３日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※８月２１日～２３日の数は未確定 

 

（２）自宅療養者数の推移（７月１１日～８月２３日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※空白日は人数未集計 

令和３年（２０２１年）８月２６日 市長発表資料① 
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（３） 月別感染者数（８月２３日現在） 

 

 

（４） 年代別感染者数（８月２３日現在） 

   （単位 人） 

区分 10 歳未満 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代 100 歳以上 計 

累計 298 950 2,190 1,087 1,240 1,055 484 372 276 95 5 8,052 

前回

(7.1) 
118 389 998 527 679 635 370 323 252 88 3 4,382 

増減 +180 +561 +1,192 +560 +561 +420 +114 +49 +24 +7 +2 +3,670 

 

 

（５）ワクチン接種済 感染者数（令和 3年 8月 24 日現在 HER-SYS より） 

   ※（ ）は、60 歳以上 

  

 

（６） 年代別入院者数（４月からの推移） 

 

 

 

  

   （単位 人） 

区分 
令和 2年 令和 3年 

計 
3～12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

市内 1,326 799 321 473 555 645 258 894 2,781 8,052 

感染者数 
1 回目接種後 

0～13 日 

1 回目接種後 14 日以降 

2 回目接種後 13 日まで 
2 回目接種後 14 日以降 

375（86） 198（22） 117（32） 60（32） 

4月 5月 6月 7月 8月

60歳以上 58 108 21 24 25

50代 12 32 17 32 39

30代.40代 10 36 18 45 41

30歳未満 12 2 10 25 14
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２ 地域医療体制支援拠点の実績 

保健所に発生届が提出された感染者を適切な医療につなげるため、市役所に設置し

た地域医療体制支援拠点について、８月１７日から運営を開始した。支援拠点では、

東海大学医学部付属八王子病院と南多摩病院から派遣された市災害医療コーディネ

ーターである医師と東京医科大学八王子医療センターから派遣された救急救命士の

支援調整アドバイザー等が、感染者の状態に応じて、入院調整・受診調整を行ってい

る。 

また、支援拠点と八王子市医師会、各病院関係者等は、毎日ＷＥＢ会議を開催し、

現状分析と課題抽出、対策に関する意見交換を行っている。 

 
（８月２４日現在） 
（１）入院調整    ４０件（うち受診調整後入院 8件） 
 
（２）受診調整    ４９件 
 
（３）相談のみ    １９件 
 
 
３ 妊婦の方へのワクチン接種優先予約 

本市のワクチン接種促進プランの接種方針では、重症化リスクの高い方から優先接

種すると定め、妊婦の方について高齢者の次と位置付け、７月から予約を受け付けた。

８月１４日に日本産科婦人科学会・日本産婦人科医会・日本産婦人科感染症学会から

連名で発出された文書（参考資料参照）では、改めて、妊娠後期に新型コロナウイル

スに感染すると重症化しやすいと示された。これを受け、いち早く接種を希望する妊

婦の方の増加が見込まれるが、現在、ワクチン供給量との関係から、予約が困難な状

況になっている。そこで、現時点で予約ができない、あるいは予約はできたが一日も

早い接種を希望する妊娠後期の妊婦の方に対し、優先予約を受け付けることとした。 

対象は、令和３年９月１日現在妊娠２８週以降の妊婦の方で、該当する方に対し、

お住まいの担当地域保健福祉センター（大横・東浅川・南大沢）から直接案内を送る。 

 
 
４ ワクチン接種状況 

(８月２５現在) 

年齢区分

（歳） 

対象者数

（人） 

接種者数（人） 接種率 

１回目 ２回目 １回目 ２回目 

60 歳以上 190,897 163,097 156,521 85.4% 82.0% 

50 ～ 59 83,032 49,162 21,957 59.2% 26.4% 

40 ～ 49 79,592 37,771 13,400 47.5% 16.8% 

30 ～ 39 57,647 17,778 5,776 30.8% 10.0% 

20 ～ 29 65,890 15,912 5,046 24.1% 7.7% 

16 ～ 19 21,693 5,423 726 25.0% 3.3% 

12 ～ 15 19,680 331 10 1.7% 0.1% 

計 518,431 289,474 203,436 55.8% 39.2% 

※接種者数には、高齢者施設等の入所者など、ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）未入力者を含む。 

  



 

（参考）ワクチン総接種回数 内閣ＩＴ総合戦略室 ＨＰより(８月２３日時点) 

 

区 分 
ワクチン接種割合（全年齢） 

１回目 ２回目 

全 国 ４４．９２％ ３４．９９％ 

東京都 ４６．８７％ ３３．９７％ 

八王子市 ５０．２４％ ３４．９５％ 

※ 接種数データは、ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）に記録・集計されたデータ（医療従事者

接種用のほか、モデルナ社製ワクチンの接種数を含む）を使用 

 
 

 

 

＜問い合わせ＞ 

（１について）健康部保健対策課長 福島 電話０４２－６４５－５１９５ 

（２について）医療保険部・健康部地域医療体制整備チーム担当課長 菅野  

電話０４２－６２０－７４７３ 

（３について）医療保険部南大沢保健福祉センター館長 小池  

電話０４２－６７９－２２１９ 

（４について）健康部新型コロナウイルスワクチン接種体制確保担当課長 武井  

電話０４２－６４５－５１１１ 



              

 

令和３年 8 月 14 日 

妊産婦のみなさまへ 

日本産科婦人科学会 木村正 

日本産婦人科医会 木下勝之 

日本産婦人科感染症学会 山田秀人 

 

―新型コロナウイルス（メッセンジャーRNA）ワクチンについて（第 2 報）― 

 

昨今、新型コロナウイルスが若年者を中心に急速に感染拡大し、多くの妊婦さんの感染も確認されています。

一方で、新型コロナウイルス（メッセンジャーRNA）ワクチンは、高齢者に限らず基礎疾患を持つ者、それ以外

の者へと順次拡大されております。 

 

① アメリカ疾病対策センター（CDC）は妊婦さんへのワクチン接種を強く推奨する声明を出しています。 

わが国においても、妊婦さんは時期を問わずワクチンを接種することをお勧めします。 

② 妊婦が感染する場合の約８割は、夫やパートナーからの感染です。 

そこで、妊婦の夫またはパートナーの方は、ワクチンを接種することをお願いします。 

なお、このお知らせは、最新の知見に基づいて 6 月 17 日のお知らせを更新するものです。 

 

1. 妊娠中、特に妊娠後期に新型コロナウイルスに感染すると、重症化しやすいとされています。 

 

2. 全国的に感染地域が拡大し、感染の多い地域では感染拡大が過去にない拡大となっています。そのよう

な地域にお住まいの方や、糖尿病、高血圧、気管支喘息などの基礎疾患を合併している方は、ぜひ接種

をご検討ください。 

 

3. 副反応に関し、妊婦さんと一般の人に差はありませんが、発熱した場合には早めに解熱剤を服用するよ

うにしてください。アセトアミノフェンは内服していただいて問題ありませんので頭痛がある場合も内服し

てください。 

 

4. 副反応の有無にかかわらず、妊娠の異常（流産、早産、その他）の頻度はワクチンを打たなかった妊婦と

同じであると報告されています。 

 

なお、接種を希望される場合は、以下の点にご留意ください。 

⚫ 新型コロナワクチン接種の予診票には、「現在妊娠している可能性はありますか。または授乳中ですか。」

という質問がありますので、「はい」にチェックし、あらかじめ健診先の医師に接種の相談をしておきましょう。

接種してよいと言われていれば、その旨を接種会場の問診医に伝えて、接種を受けてください。 

⚫ 妊娠中の方は、里帰り先の住民票と異なる居住地の産科医療施設で接種を受ける場合「住所地外接種

届」の提出は不要です（接種場所により届け出が必要になることもあるので、里帰り先の行政機関にお問い

合わせください）。 

⚫ 予定された 2 回のワクチンを接種しても、これまでと同様に感染予防策（適切なマスク使用、手洗い、 

人込みを避けるなど）は続けてください。 

参考 



 
 

 
               

 

９月補正予算（案）の概要 

111 億 5,467 万 5 千円を増額補正 

 

今回の補正予算では、新型コロナウイルス感染症対策のための取り組みほか、いじめ

の再調査報告書を受けた取り組みなどに要する経費として１１１億５，４６７万５千円

を増額補正した。  

 

１ 補正予算額[補正予算の概要Ｐ１] 

区 分 補正前の額 補正額 補正後の額 

一般会計 2,243億400万円 101億4,900万円 2,344億5,300万円 

特別会計 1,969億2,899万6千円  10億567万5千円 1,979億3,467万1千円 

公営企業会計 222億5,830万3千円  222億5,830万3千円 

計 4,434億9,129万9千円 111億5,467万5千円 4,546億4,597万4千円 

 

 

２ 一般会計の歳入予算の補正額[補正予算の概要Ｐ２] 

区 分 補正前の額 補正額 補正後の額 

11款 地方交付税 43億2,000万円 12億5,856万3千円 55億7,856万3千円 

15款 国庫支出金 499億4,707万6千円 33億3,816万1千円 532億8,523万7千円 

16款 都支出金 294億3,314万9千円   1億6,625万円  295億9,939万9千円 

19款 繰入金   25億7,288万4千円      508万1千円   25億7,796万5千円 

20款 繰越金    4,476万3千円   53億8,094万5千円   54億2,570万8千円 

 

 

＜問い合わせ＞ 財政部財政課長 飯山 電話０４２－６２０－７３５０ 
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新型コロナウイルス感染症対策 飲食店等応援事業及び 

「いじめの再発防止」への取り組みの強化 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策飲食店等応援事業 

市が定める感染症対策の基準を満たしている飲食店を認証し、安心・安全に飲食を

楽しめるまち「八王子」の環境を整えるとともに、キャッシュレス決済によるポイン

ト還元事業の実施により、市内飲食店等を支援する。 

（１）飲食店認証制度事業（P14） 

ア 認証制度 

市が制定する一定の基準を満たした店舗を認証し、適切な感染症対策を講じて

いる飲食店を応援する。 

① 対 象  市内飲食店舗 

② 受 付 開 始  １１月中旬ごろ～  

イ 会食マナーの啓発 

飲食店での会食マナーを定め、新型コロナウイルス感染拡大防止に対する顧客

の意識向上を図る。 

ウ 感染症対策補助金 

感染症対策のための環境整備に係る費用の一部を助成する。 

①  対 象   市内中小飲食店舗 

②  補 助 対 象   飛沫防止対策や二酸化炭素濃度測定器購入費等 

③  補助上限額  ５０万円 

④  補 助 率  １０/１０ 

⑤  受 付 開 始  １１月中旬ごろ～ 

 

（２）キャッシュレス決済ポイント還元事業（P14） 

デジタル化の推進による「新しい生活様式」の定着を図るとともに、緊急事態措

置等により大きな影響を受けている飲食店等を支援するため、キャッシュレス決済

によるポイント還元事業を実施する。 

ア 中小飲食・小売・サービス店舗 

① 対 象 期 間  令和３年（２０２１年）１２月１日～３１日 

② 還 元 率  ２０％ 

③ 付与上限額  ２，０００円／回 

１０，０００円／月 
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イ 中小飲食店舗（認証店舗限定） 

① 対 象 期 間  令和４年（２０２２年）１月１日～３１日 

② 還 元 率  ３０％ 

③ 付与上限額  ３，０００円／回 

１８，０００円／月 

 令和３年(２０２１年) 

１２月１日～３１日 

令和４年（２０２２年） 

１月１日～３１日 

中小飲食・小売 

サービス店舗 

 

 

飲食店舗 

（認証店舗限定） 
 

 

 

２ 「いじめの再発防止」への取り組みの強化 

令和３年５月に、八王子市いじめ問題調査委員会による再調査報告書で示された５

つの提言を受け、いじめ防止対策を推進するため、運営体制を強化し、再発防止に向

け、着実に取り組んでいく。 

（１）スクールソーシャルワーカーの増員（P16） 

児童・生徒のいじめや不登校等への調査・対応、家庭訪問や関係機関と連携を図

りながら、子どもを取り巻く環境の改善の支援をするため、専門的な知識をもった

スクールソーシャルワーカーを３名増員（１０名→１３名）する。 

≪業務内容≫ 

〇巡回相談や家庭訪問 

〇子ども家庭支援センターや児童相談所など関係機関との調整 

〇全小・中・義務教育学校の「いじめ対策委員会」への出席 など 

 

（２）副校長補佐職員の増員（P17） 

いじめ対応を指導・助言する副校長がマネジメントに専念できるように体制を整

えるため、副校長の業務をサポートする副校長補佐を配置する学校を増やす。 

（６校→２６校） 

≪業務内容≫ 

〇「いじめ対策委員会」の開催の準備の補佐 

〇副校長がいじめの全事案に関与できるように情報の収集 

〇その他、教員の勤怠管理や調査対応、施設管理等の副校長業務の補佐 など 

 

＜問い合わせ先＞ 

（１について）産業振興部産業政策課長 立川 電話０４２－６２０－７２５２ 

（２（１）について）学校教育部統括指導主事 北川 電話０４２－６２０－７４１２ 

（２（２）について）学校教育部教職員課長 溝部 電話０４２－６２０－７３２８ 

２０％還元 

３０％還元 



＜教員が子どもと直接向き合う時間を確保し、５つの提言についての取組を推進する＞

いじめを許さないまち八王子条例第１３条第２項に基づく再調査
報告書に示された再発防止に向けた５つの提言の取組について

参考資料

現状
提言内容についての現状の取組

課題
上段：新たな課題 下段：これまでの取組の課題

今後の取組

○統一した「議事録」の書式の不在 〇SLに協力を依頼し、各学校の対策委員会の実態調査の実施
〇対策委員会の実施モデルの作成と周知
〇対策委員会の実施報告、議事録の書式作成と保存の徹底

〇教員研修の内容が周知を中心としたも
ので双方向的でない

〇いじめ防止対策のコーデネーター役の
育成が不十分

○今回の提言を踏まえ、いじめ対策として指摘され取り組んでいくこと
を、オンライン配信にて全教員に悉皆研修
○SL、SSW、SC等の専門家を講師とし、具体的な事例に基づき検討する
双方向的な校内研修の全校実施
○いじめ防止対策のコーディネーターの育成を目的としたSL等による研
修の実施

〇ネット上のいじめの調査・対応の検討

〇上記オンライン悉皆研修でネット上のいじめ対応を盛り込む
○LINEみらい財団提供教材の複数学年での実施
○「Google社のパートナー自治体プログラム」参加によるインターネッ
トリテラシー教育のカリキュラム共同開発（パートナー自治体プログ
ラム参加以降）
○児童・生徒用学習用端末のネット利用状況管理体制の強化
○児童・生徒用学習用端末への自殺対策のための「i-FILTER 子ども見守
りシステム」の導入

○1000人を超える不登校児童・生徒（R元
年度以降）の全てのケースに例外なく
専門家が関与する時間的・物理的制約

〇不登校全ケースについて、SSWやSC等の専門家が関与
（全ケース会議への参加、児童・生徒理解や支援のための「個人カード」共有）

○臨時的・緊急的に実施するケース会議についてSSWやSC等がオンライ
ンで参加できる環境整備
○「気になる児童・生徒の状況把握」（相談できる大人の調査含む）と
「個票システム」を学校と市教委がよりリアルタイムに確認できる仕
組み作りと活用方法についての周知

〇教員のSCとSSWの役割等の理解が不十分
〇地域の実情に合わせた不登校対策につ
いての検討

〇SC・SSWの役割、活用方法を上記オンライン悉皆研修において周知
〇「個人カード」等に基づく不登校等児童・生徒の情報を各学校が学校
運営協議会に報告
○市独自の相談員配置と家庭訪問への対応
（都のSC追加配置基準である267名以上の学校に配置 ※R2は74校（うち10校は都SC追加配置対象）

○SSWの増員
（中学校区に１名担当者を配置 ※「第３期教育振興基本計画（国）」の目標）

○児童・生徒の様子を記録し、対応を検
討・共有する時間の不足

〇私費会計の取扱い、登下校指導
○部活動指導、家庭福祉的課題への対応
○学校行事の運営負担

○いじめ対応のための時間の確保（年間３５時間）
○教員が現金を取り扱わないための私費会計の簡素化・効率化
○登下校等の見守り・部活動への地域人材の活用による支援の強化
○いじめ対応を指導・助言する副校長補佐のための人材の配置
○SSWの増員（中学校区の地域に見られる傾向を踏まえた家庭福祉の対応強化）

○いじめ対策担当教員への軽減措置
○地域住民や保護者の運営による、学校行事の地域共同開催化

教員が子どもと直接向き合う時間の確保

〇対策委員会の開催頻度、方法が学校裁

量となっており、実施モデルがない

〇専門家を講師とする校内研修の実施は

一部の学校に留まる

〇「メディアリテラシー教育」の対象は
６年生のみ

○発達段階を踏まえたカリキュラム開発
○悉皆研修におけるネット上のいじめ対
応についての研修の未実施

〇ケース会議の実施、参加者については、
各学校の裁量
○「気になる児童・生徒の状況把握」等
の情報共有の方法が非効率的

○「相談できる大人」の確保
〇SCの職務は市独自で設定不可
○SC、SSWの人員不足
○学運協での情報共有が学校裁量

＜本資料における略称＞
「法」…いじめ防止対策推進法
「対策委員会」…学校いじめ対策委員会
「学運協」…学校運営協議会
「SL」…スクールロイヤー
「SC」…スクールカウンセラー
「SSW」…スクールソーシャルワーカー
「SV」…スーパーバイザー

提言１ 学校いじめ対策委員
会の実態調査

・いじめ防止対策を学校の校務の一つとする
・対策委員会を常設の会議とする
・対策委員会の議事録を備え置く
・議事録を市教委への報告資料とする
・法の求める対策委員会の実態について調査

提言２ いじめに関する教員
研修の内容の見直し

・悉皆研修の内容を双方向的な研修とする
・対策委員会の主任研修会を実施する
・SC・SSW・SL等の専門家を講師とする校内
研修を実施できるよう市教委が支援する

提言３ ネット上のいじめの
調査・対応のあり方の周知

・メディアリテラシー教育の全学年への拡大
・教員がSNSの知識・理解を深める
・ネット上のいじめの調査・対応のあり方を
周知徹底する内容の研修を実施

提言４ 長期不登校の生徒に
ついての原因調査

・不登校が３０日以上継続する児童・生徒全
員に対しては例外なく、SC又はSSW等の専
門家が関与し、「個人カード」に基づき、
当該ケースの検討・検証を行う

提言５ SC・SSW・SLの配
置及び連携の強化等

・SCの勤務日数を増やし対策委員会への出席
や家庭訪問に対応する
・SSWを学校駐在とし対策委員会に出席する
・SCとSSWの役割や権限を各学校に周知する
・不登校児童・生徒について学運協で協議
・各地域の実情に即した学校対応を図る

〇全学校で対策委員会を独立した常設の
組織として運営するよう通知
○各学校におけるいじめ防止基本方針の
年度改訂及び市教委への提出と学校HP
への掲載

〇いじめに関する悉皆研修をオンライン
配信で実施（R2）新転任教員向け（R3）

〇全学校で、いじめ防止研修を年３回以
上実施（R3）
〇SLによる校内研修の実施（R2・11校）

○情報モラル教育を、全学年、各教科等
の年間指導計画に位置付けて実施
〇６年生を対象にした「メディアリテラ
シー教育」を全小学校で実施（R2～）
〇生活指導主任を対象にメディアリテラ
シーを取り上げた研修を実施（R2）

〇出欠状況の把握等を行う「個票システ
ム」の改善（不登校の背景にいじめの
有無を確認する自動メッセージ追加）
○登校支援チームによる実態把握とSCや
SSWの個別のケース会議への参加
○SSWを６名から１０名へ増員（R2）
○気になる児童・生徒の状況把握の実施

〇SCは各学校に１名を年38日勤務で配置
（※11校は年76日勤務の追加配置）
〇SSWは高尾山学園を拠点に10名配置
（R2～）
〇SLは市が３名配置（R2～）
〇学校心理士SV５名配置（R2～）



 

                

ＬＩＮＥ 市公式アカウントをより使いやすく 

～破損箇所通報機能とセグメント配信を追加～ 

令和２年（２０２０年）９月から、本市はＬＩＮＥによる市政情報の配信を開始し、

Twitter や Facebook と同様に、最新の市政情報を発信している。 

令和３年（２０２１年）９月１日から、新たに配信ツール「ＫＡＮＡＭＥＴＯ（カ

ナメト）」を導入し、既存のＬＩＮＥアカウントをより使いやすくなるよう改善する。 

１ 情報収集・配信ツール「ＫＡＮＡＭＥＴＯ（カナメト）」概要 

（１）開 発 元 株式会社 トランス・コスモス 

（２）機 能 追 加 時 期 令和３年９月１日（水） 

（３）追加される新機能 

 

ア 破損箇所を通報する仕組みを導入 

・ 「道路で穴を見つけた」「公園の遊具が壊れ

ている」など、破損箇所を見つけた時に市へ

通報できる。 

・ 災害時には道路の冠水や土砂災害など被

害箇所についても通報可能に。 

・ リッチメニューのショートカットから、市政へ

の提言などへも簡単にアクセス。 

・  

 

 

 

 

イ セグメント配信で興味のある情報だ

けお届け 

これまでＬＩＮＥで受信できた市政情報は、他の

SNS（Twitter・Facebook）に一律で発信し

たものと同じ内容だった。 

 

欲しい情報のジャンルを設定することで、興味

のある情報だけを受信できるようになる。 

令和３年（２０２１年）８月２６日 市長発表資料③ 

通 報 

▲写真2枚と位置情報を送信

▲欲しい情報のジャンルをチェックするだけ



ウ リッチメニューの機能強化で探している情報にすぐアクセス 

・ トーク画面下段に表示している「リッチメニュー」を、6 ショートカットから合計 12ショート 

カットへ（8 ショートカット＋4 ショートカット）増やして機能を強化した。市民ニーズの高い

情報へアクセスしやすくなるよう、いつでも変更可能。 

・ タブから「基本メニュー」と「災害時メニュー」の二つのメニュー選んで使用できる。災害発

生時には「災害時メニュー」を前面に表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ お友だち登録 

下の二次元コードから友だち登録ができます。 

 

 

 

 

＜参考 市公式 LINE アカウントについて＞ 

・ サービス開始 令和２年（２０２０年）９月１日 

・ 友だち登録数 ８，５３３人 

 

＜問い合わせ＞ 

（ア破損箇所通報について） 

【市政の提言等について】 

総合経営部広聴課長        渡邉  電話０４２－６２０－７４１１ 

【道路の通報について】 

道路交通部管理課長        中田  電話０４２－６２０－７２７４ 

【公園の通報について】 

まちなみ整備部公園課長      谷口  電話０４２－６２０－７２６９ 

（イ セグメント配信・ウ リッチメニューについて） 

都市戦略部広報プロモーション課長 木村  電話０４２－６２０－７２２８ 

▲変更後「基本メニュー」

▲変更後「災害時メニュー」

▲6分割の現在のリッチメニュー



 

                

 

スマホアプリで 楽しく、おトクに、健康に 

～介護予防ポイント制度 「てくポ」 １０月から実証実験～ 

 
 

自由な外出や交流が難しい状況が続くなか、体力や認知機能、気力の低下などによ

り高齢者の要介護リスクが高まっている。本市は６０代の８割、７０代の半数が持っ

ているスマホに注目。高齢者の「自らの健康を守る習慣」を後押しするため、運動や

脳トレ、社会参加等でポイントが貯まる制度を構築する。 

ポイントは市内店舗での買い物に使えるだけでなく、

「PayPay」ポイントへの換算も可能となる。 

 

１ 介護予防ポイント制度「てくポ」の概要 

（１）無料のスマホアプリを活用した制度構築 

本事業では、㈱べスプラ（参考資料参照）が運営する運動・食事・脳トレのミッ

ションでポイントがもらえる「脳にいいアプリ」を活用し、介護予防ポイント制度

「てくポ」を構築していくこととした。 

  今後は、市の健康講座への参加やボランティア活動でも、ポイントを獲得できる

機能や、ポイントを地域の店舗で使用できる機能を追加していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ポイントの使い方では、地元応援とユーザー（高齢者）の利便性を両立 

㈱べスプラのウェブサービスを使用して地域の店舗で直接決済する方法と、二次

元コード決済サービス「PayPay」のポイントに換算する方法を併用する。換算率は、

前者のほうが有利になるため、地元店舗の利用が期待される。 

「てくポ」ユーザーである高齢者が PayPay ポイントへの換算を行った場合、

PayPay が利用可能な全ての店舗でポイント利用が可能である。 

 

 

 

利用者に 

最適な 

目標歩数を 

自動的に算出 

脳にいい 

食品を 

バランスよく 

食べる 

脳トレゲームで

他のユーザー

と対戦 

【NEW！】 

ボランティア活動や 

健康イベントに参加して 

QR コードをスキャン 
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（３）行政にとっても「無理なく続けられる」仕組みを目指して 

限られたリソースで１５万人の高齢者を守るには、対象者数に予算やマンパワー

が比例する従来型の仕組みでは限界があると考える。そこで、概ね３年間の実証実

験期間中に、広告収入等でポイントの原資を賄う仕組みを構築していく。 

なお、パートナー企業選定では、市が課題をプレゼンし、企業から解決案を募る

リバースピッチ形式を採用。28 社の提案から㈱べスプラを選定し、５月に共同研究

協定を締結した（令和２年度に経済産業省関東経済産業局のマッチングイベント

「ガバメントピッチ」を活用したもの）。 

【参考】来年度以降のプロジェクト進行（イメージ） 

  モニター規模 

令和３年度 
協力店（ポイントが使える店）・スポンサーの開拓 

ボランティア活動先へ協力依頼 
200～500人 

令和４年度 
協力店・スポンサーの拡大 

スマホ講座や高齢者あんしん相談センターで登録者増 
1,000人 

令和５年度 
ポイント原資を広告料で賄う仕組みの確立 

仕事・ボランティアあっせんアプリなどと連動 
10,000人 

令和６年度 
高齢者ボランティア・ポイント制度を完全電子化 

市は広報活動による事業の支援を中心に実施 
さらに拡大 

 

２ 実証実験の展開 

（１）「てくポ」市民モニター説明会の実施及びアプリ運用の開始 

ア 日  時 １０月５日（火）～１５日（金）（１０月５日から運用開始予定） 

イ 会  場 八王子・南大沢駅周辺（決定次第市のホームページで周知予定） 

ウ 対 象 者 市内在住で６５歳以上の市民モニターへの登録希望者 

エ 内  容 アプリの導入方法から丁寧に説明するほか、ポイントの使い方や 

ボランティア活動の注意点などを解説する。 

オ 募集開始 ８月２６日（木） 

カ 申込方法 東京都の電子申請フォーム、またメールで高齢者いきいき課へ。 

詳細は市のホームページを参照。 

 キ 募集人数 ５００人 

（２）ポイントが使える協力店を募集 

現在、市内の小売店や飲食店などを対象に、ポイントが利用できる協力店を募集

中。協力店の情報は随時市のホームページで公開していく。 

 

＜問い合わせ＞福祉部高齢者いきいき課長 吉本 電話０４２－６２０－７２４３ 

 

「てくポ」で 

1,000 ポイント 

貯めた場合の 

イメージ 

①ユーザーがアプリ内で換算メニュー 

を実行 
 

②1,000ポイントが差し引かれ、 

PayPayの700ポイントを取得 
 

③ユーザーは、好きな時に好きな 

店舗でポイントを利用する。 

PayPayに換算 

①店舗がタブレット等に二次元コード表示 
 

②ユーザーが読み取る 
 

③1,000ポイントが差し引かれ、 

1,000円分の支払いとして扱われる。 
 

④べスプラから店舗に、1,000円 

から手数料を差し引いて振り込み 

サービス登録した市内店舗で使用 



（参考資料） 

パートナー企業となる㈱べスプラ 企業概要 

 

１ 社 名   株式会社ベスプラ 

 

２ 代表取締役  遠山 陽介 

 

３ 本 社   渋谷区神宮前５丁目１８－１０ エクサスペース３Ｃ 

 

４ 設 立   平成２４年（２０１２年）４月２日 

 

５ 資本金   ５，０００，０００円 

 

６ 社員数   ６名 

 

７ 事業概要 

（１）IT サービス事業 

・認知症予防に向けた脳の健康維持アプリ「脳にいいアプリ」の開発と運用 

・店舗の今だけお得なタイムセールを近くにいる人へ配信するサービス 

「ザ・タイムセール」の開発と運用 

・個人向け紙電子化＋紙データストレージウェブサービスによる「紙スキャ 

ン」サービスの展開 

 

（２）システム受託事業 

 

８ ㈱べスプラホームページアドレス https://bspr.co.jp/ 

 ※脳にいいアプリホームページアドレス https://www.braincure.jp/ 

 

https://bspr.co.jp/
https://www.braincure.jp/


 

                

 

 

 

地域福祉推進拠点の名称変更及び愛称の決定について 

 

市民の「困りごと」の相談窓口である「地域福祉推進拠点」をより多くの方に周知し、

親しみを持って利用してもらえるよう愛称を公募し、「はちまるサポート」とすること

に決定した。また、これと同時に施設の正式名称も「八王子まるごとサポートセンター」

に変更する。 

変更した名称及び愛称は令和３年１０月１日から使用し、市民の皆さんにとってより

親しみやすく、困りごとを丸ごと相談できる場として引き続き展開していく。 

 

１．八王子まるごとサポートセンターの概要 

平成２６年度より「地域福祉推進拠点」として設置が開始され、地域福祉の専門

職である CSW （コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）が、地域で生活していくう

えで、どこに相談すればよいかわからない「困りごと」を受け付け、本人や地域の

方々とともに問題解決に向けて一緒に考えている。同施設は、市内９か所に設置済

み（令和３年８月現在）。 

 

２．愛称の公募と経過 

（１）目的 

改正社会福祉法に基づく「重層的支援体制整備事業」を令和３年（２０２１年）

４月から開始したことを踏まえ、本市の包括的な支援の取組を推進する必要がある

ことから、相談窓口である「地域福祉推進拠点」の認知度を高めつつ、市民にとっ

てより親しみやすく利用しやすい窓口とするため。 

（２）公募概要 

 広報はちおうじ令和３年４月１日号で愛称を公募（応募総数１４３件） 

（３）選定理由と経過 

愛称の持つ本来の意味である「八王子まるごとサポートセンター」が、これまで

伝わりにくかった「地域福祉推進拠点」の役割を上手く表現できている。地域福祉

推進拠点を運営する八王子市社会福祉協議会とも審査した結果、これを「地域福祉

推進拠点」に代わる愛称として位置付け、その略称として「はちまるサポート」と

する。 

 

３．応募の内容 

（１）応募者 

  仲澤
なかざわ

 望
のぞみ

さん（八王子市上柚木在住） 

 

令和３年（２０２１年）８月２６日 市長発表資料⑤ 



（２）応募者による愛称の説明 

 

地域住民の困り事を身近で気楽に何でも「丸ごと」相談できる場、地域の複合

化・複雑化した課題を包括的に「丸ごと」受け止める場、解決に向けて地域住民や

関係機関などと「丸ごと」連携しながら支援、推進していく場として「八王子まる

ごとサポートセンター」の略称「はちまるサポート」という愛称にしてみました。 

 

 

４．名称の変更 

選定された愛称「はちまるサポート」の由来となった「八王子まるごとサポート

センター」は、応募者の造語であるが、愛称同様に「地域福祉推進拠点」につき的

確に表しているため、この際、施設の正式名称も「八王子まるごとサポートセンタ

ー」に変更する。 

 

５．今後のスケジュール 

９月１日  広報はちおうじ９月１日号、市のホームページ及び市社会福祉 

協議会のホームページで周知 

１０月１日 変更後の名称及び愛称の使用開始 

 

【参 考】八王子まるごとサポートセンター一覧（令和３年８月現在） 

 

 

 

＜問い合わせ＞   

福祉部福祉政策課長 平井  電話 ０４２－６２０－７２４１ 

石川 石川町481番地 石川事務所2階
◆市民部事務所
★高齢者あんしん相談センター
■地域子ども家庭支援センター

併設施設拠点 住所 設置場所

大和田 大和田町5丁目9番1号 大和田市民センター3階 □市民センター

◆市民部事務所
★高齢者あんしん相談センター川口 川口町908番地1 川口事務所1階・2階

浅川市民センター1階

由井 片倉町702番地1 由井市民センター1階 □市民センター

◆市民部事務所
□市民センター
☆地区社会福祉協議会

浅川 高尾町1652番地1

由木東 鹿島111番地1 由木東事務所1階
◆市民部事務所
□市民センター
★高齢者あんしん相談センター

◆市民部事務所
□市民センター由木 下柚木2丁目1０番地6 由木中央市民センター1階

台町市民センター1階

恩方 下恩方3395番地 恩方事務所1階
◆市民部事務所
★高齢者あんしん相談センター

□市民センター台町 台町3丁目2０番1号



 

                

 

 

 

USA CLIMBINGの事前キャンプ受入及び選手の競技成績について 

八王子市で受入れた、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアメリカ合衆国

スポーツクライミング代表チームの事前キャンプ及び選手の競技成績について、下記のとおりお知

らせします。 

記 

１ 日程    ７月２２日（木・祝）～３１日（土） １０日間 

２ 人数    選手：４人  コーチ・関係者：６人  計１０人 

３ 宿泊先   タカオネ（高尾町２２６４） 

４ 練習会場 (１)ディーボルダリング八王子店（八王子市中町２－１） 

(2)モリパーク アウトドアヴィレッジ（昭島市田中町６１０−４） 

（３）はだの丹沢クライミングパーク（神奈川県秦野市戸川１３９２） 

（４）青海アーバンスポーツパーク（公式練習場：江東区青海１－１） 

５ 競技成績 

 

 

 

 

 

6 市民交流等 

(1) 各選手からの市民に向けたメッセージ 

事前キャンプ終了時に各選手から市民に向けたメッセージをいただいた。動画は、市のホ

ームページで公開中。 

ナサニエル 
コールマン 

 

私は、八王子市に以前にも来たことがあり、八王子市が大好きだとお
伝えしたいです。今回は、もっと八王子市を知ることができなくて残念
でしたが、今後また訪問することを楽しみにしています。その時に会い
ましょう。 

コリン 
ダフィー 

 私は八王子に来ることができ大変うれしく、ホテルのおもてなしに
も大変感謝しています。また、ぜひまた訪れたいと思っています。 

ブルック 
ラバトゥ 

 

私たちは、八王子市に来られたこと、そして八王子市の皆さんに受け
入れてもらえたことに感謝しています。素敵な宿泊施設とすべてのサ
ポートに感謝しています。 

キーラ 
コンディ 

 

ここに来られて、大変わくわくしています。私たちは八王子が大好き
で、お気に入りのスポットもありますので、大会後、またなるべく早く
戻ってきたいです。どうもありがとうございました。 

 

 

区 分 選手名 成 績 

男子 
ナサニエル コールマン 銀メダル獲得 

コリン ダフィー ７位入賞 

女子 
ブルック ラバトゥ 5 位入賞 

キーラ コンディ 予選敗退（１１位） 

令和３年（２０２１年）８月２６日 

（裏面あり） 



(2) いずみの森義務教育学校との交流 

いずみの森義務教育学校の生徒による選手に向けた応援メッセージ

を、宿泊施設に掲示するとともに、生徒会が中心となり企画した折り紙

の作品を代表チームに贈った。代表チームからも同校生徒に向けたサイ

ン入りメッセージボード等の返礼があり、非接触での市民交流を行っ

た。 

(3) 代表チームから市民へのプレゼント 

Ｔシャツやピンバッチなどのプレゼントを頂いた。いずみの森義務教

育学校や令和元年度に交流を行った第五小学校へ配付するとともに、市

民へのプレゼントとして、広報はちおうじ１０月１日号にて希望者を募

集する。 

(4) その他 

 代表チームに対し、高尾山薬王院から競技安全祈願の護摩札が贈られた。 

 宿泊施設近隣に住む小学生から、選手を歓迎する旨の手紙をいただき、代表チームから

もサイン入りＴシャツを贈った。 

 選手・関係者は、本市での事前キャンプの様子をＳＮＳ等で積極的に発信していた。 

 

【キャンプの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

ディーボルダリング八王子店での練習     パズルに集中する選手       

【選手等によるSNS発信】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                                        

     

＜問い合わせ＞ オリンピック・パラリンピック推進室 総務担当主幹 清水  

電話 042-620-7485 

プレゼントの Tシャツ 

宿泊施設に掲示した応援メッセージ 

空港で放映された２０１９年

の本市との交流の様子 

宿泊先屋上での様子 

開会式を宿泊先の屋上で観戦 

 

市で作成した歓迎ボード 

 

市長、教育長の激励 

八王子市HP 



 

                

 

八王子市ハザードマップの配付について 

 
 

東京都が見直しを行った秋川及び平井川流域浸水予想区域と、本市が独自に調査し

た八王子市内水浸水予想区域を反映したハザードマップを作成し、令和２年９月に全

戸配付した「八王子市総合防災ガイドブック」を補完する資料として対象世帯に配付

します。 

１ ハザードマップの概要 

（１）変更点と対象範囲 

変更点 対象地域 

東京都が公表した秋川及び平井川流

域浸水予想区域を反映 
秋川右岸の本市分 

本市が調査した八王子市内水浸水予

想区域を反映 

国が公表している多摩川水系多摩川・

浅川・大栗川洪水浸水想定区域のうち、

多摩川右岸、浅川右岸・左岸の本市分 

 

（２）仕様・印刷部数等 

ア サ イ ズ Ａ３サイズ フルカラー ２つ折り 

イ 印刷部数 日本語版１２０，０００部 

 外国語版９００部（英語、中国語、韓国語 各３００部） 

 多言語対応アプリ「カタログポケット」対応 

 （ベトナム語など９か国語） 

ウ 配付世帯 （１）の対象地域を含む町の全世帯約８０，０００世帯 

 

（３）市民周知 

９月 10 日 ホームページ上にハザードマップ公開 

防災情報メールで周知 

15 日 対象地域に広報はちおうじと併せて配付 

               多言語対応アプリにハザードマップ公開 

９月中旬 外国語版を国際協会（学園都市センター）・市民部事務所窓口で

配付 

外国語版について外国人向け情報誌（gingko）で周知 

 

＜問い合わせ＞生活安全部防災課長 菅野 電話０４２－６２０－７２０７ 

 

 

令和３年（２０２１年）８月２６日  



 

 

 



リサイクル

循環

飲料メーカー
収集・運搬

【八王子市】

広報活動や分別回収

などに係わる周知

リサイクラー

店舗からの回収・運搬
再生ペットボトル

製造・販売

店舗

【セブン-イレブン】

回収機の設置・運用

機器での選別・減容

ペットボトル再原料化

（ペレット化）

 

                

 

市内のセブン-イレブンでペットボトルを回収します 

～“ボトル toボトル”リサイクルと海洋プラスチックごみ対策の促進～ 

 

株式会社セブン-イレブン・ジャパンが、本市との「地域活性化に関する包括連携協

定」の一環として、市内セブン-イレブンの一部店舗（５４店舗）にペットボトル回収

機を設置し、店頭回収事業を開始します。本事業により、“ボトル to ボトル”*¹のリ

サイクルを促進し、プラスチックごみの削減や資源の有効活用及び海洋への流出防止

を図ります。 

*¹ 使用済みペットボトルを原料として新たなペットボトルを作る取組 

 

記 

１ 開始日   

令和３年（２０２１年）８月２６日（木） 

２ 設置店舗   

・市内５４店舗に８月下旬から１０月にかけて順次回収機 

を設置します。 

設置店舗は裏面をご覧ください。 

   ※ラベルとキャップを外し、中身が入っていないペット 

    ボトル５本につき、1nanaco ポイントが付与されます。 

 

３ 事業スキーム 

【各主体の役割】 

・セブン-イレブン 

回収機の設置、運用 

回収資源の管理 

  ・市民 

ペットボトルの持込み 

  ・八王子市 

事業周知の協力 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞ 資源循環部ごみ減量対策課長 

真辺 電話０４２－６２０－７２５６ 

令和３年（２０２１年）８月２６日 



店名 住所

1 八王子石川西 石川町２４４１－５

2 北八王子駅西口 石川町２９５４－５

3 八王子田島橋 石川町４９０－１

4 八王子石川町 石川町９１３－４

5 八王子犬目西 犬目町８９１－１

6 八王子上野町 上野町２８－１１

7 八王子大塚 大塚１５００

8 帝京大前 大塚４８４－１

9 八王子せきば 大塚６２２－１

10 八王子大和田７丁目 大和田町７丁目８－２

11 八王子片倉南 片倉町２３０８－８

12 八王子京王片倉 片倉町３３９－２

13 八王子片倉駅北口 片倉町７１２－５

14 八王子越野 越野２３番１３

15 八王子小比企東 小比企町１１３２－２

16 京王山田駅前 小比企町５９９－１

17 八王子小宮 小宮町８５１－４

18 八王子子安３丁目 子安町３丁目６－１２

19 八王子散田１丁目 散田町１－１６－１０

20 八王子散田３丁目 散田町３丁目１４番１８号

21 八王子下柚木２丁目 下柚木２－１２－５

22 八王子下柚木西 下柚木２１６２

23 八王子千人町１丁目 千人町１－１１－１０

24 八王子中央図書館前 千人町３丁目２－１０

25 八王子大楽寺 大楽寺町１４８－１

26 八王子弐分方町 大楽寺町３３７－４

27 高尾山インター 高尾町１８０６－１

28 八王子高倉南 高倉町５０－４

29 八王子高倉町 高倉町６－１

30 八王子館町 館町２４９－１

31 八王子長沼町 長沼町１３０５－１１

32 八王子長沼東 長沼町２００－２

33 八王子長房町 長房町１４６５番６

34 八王子みなみ野シティ 七国１－１－１

35 八王子東楢原 楢原町１２４７－５

36 八王子楢原 楢原町４５６－１

37 八王子西片倉３丁目 西片倉３－１１－１７

38 八王子西寺方 西寺方町３７５－２

39 八王子陵南 東浅川町５５６－１

40 八王子高尾駅南口 東浅川町９１４－５

41 八王子東中野 東中野１３－３

42 八王子堀之内 堀之内２丁目１７－８

43 八王子堀之内３丁目 堀之内３－２９－１

44 八王子松木 松木６２－５

45 八王子南大沢 南大沢２－２１１－１６

46 八王子みなみ野５丁目 みなみ野５丁目１５

47 八王子宮下町 宮下町５７９－２

48 八王子めじろ台駅南 めじろ台２－３３－１

49 元八王子 元八王子町１－４４９

50 八王子元本郷町 元本郷町１－２３－１

51 八王子元横山２丁目 元横山町２丁目２０－１０

52 八王子谷野町 谷野町２１０－９

53 八王子横川東 横川町４７５－１

54 八王子万町 万町２０番２

 

 

ペットボトル回収機設置予定店舗一覧（順不同にて設置予定） 


